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【要 旨】 

本稿では、わが国の賃金カーブと労働生産性カーブを計測し、その

乖離が賃金の伸びに及ぼす影響を検証した。仮に、後払い賃金仮説で

主張されるように、賃金カーブの傾きが労働生産性カーブの傾きより

も大きく、高齢者ほど賃金が割高に設定されているならば、労働者の

高齢化は、企業の賃金負担を重くし、賃金上昇を抑制する方向に働き

得る。1990 年代後半以降のわが国を対象に、企業と労働者の個票を

マッチングしたデータベースを作成して実証分析を行ったところ、以

下の結論が得られた。第一に、大企業を中心に賃金カーブの傾きは労

働生産性カーブの傾きよりも大きい。第二に、高年労働者の割合が高

い大企業など、賃金負担が労働生産性と比べて相対的に大きい企業ほ

ど、賃金上昇率が抑制される傾向にある。 

近年のわが国賃金伸び悩みの背景については、様々な要因が指摘さ

れている。その中でも、本稿の結果は、労働者の高齢化が、大企業を

中心とする企業の賃金負担を労働生産性と比べて過大なものとし、こ

れが 1990 年代後半以降の賃金の抑制につながった可能性があること

を示唆している。 
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